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1 はじめに
情報通信技術の普及に伴い，インターネットを用いて

情報を検索し，取得するユーザが増えてきている．しか
し，現在用いられているキーワード検索では，具体的な
キーワードが分からない場合，情報を検索することが困
難である．本研究では，感性語を用いた検索支援システ
ムの研究を行う．

2 背景
現在，インターネットを用いて情報取得するユーザが

増えている．しかし，インターネット上には膨大な数の
情報が存在している．そのため，欲しい情報を効率良く
取得することが困難となっている．現在用いられている
主な検索手法として，キーワード検索がある．しかしこ
の方式では，検索したい情報の具体的なキーワードが分
からない場合，情報を取得することが困難である．
近年，キーワード検索に替わる新しい検索手法として

感性検索がある．これは，表示されたキーワードや画像
を選ぶことで目的の情報を検索する技術である．しか
し，現在の感性検索では各ジャンルごとに感性情報を蓄
積しなければならないため，非常に手間がかかってしま
う [1]．そこで本研究では，感性情報蓄積の負担を軽減
し，汎用的に情報を取得できる感性検索支援システムを
提案する．

3 研究内容
本研究における感性検索支援システムでは，ユーザ

が過去に閲覧したWebページを基に検索結果を表示す
る．しかし個人の閲覧履歴だけでは，限られた情報しか
表示されない．そこで検索結果を表示する際に，個人の
閲覧履歴だけではなく他のユーザが閲覧し，保存され
た情報を同期させる．感性検索では，表示される情報
のジャンルを判別することが重要である．本研究では，
閲覧・表示された情報の判別手法として，既存のジャン
ル判別手法 [2]とジャンル判別辞書を用いる．これは，
Webページに対して形態素解析を行い，品詞の組み合
わせからジャンルを決定するというものである．

3.1 提案システム

感性検索支援システムの流れを図 1を用いて説明す
る．まず，ユーザが閲覧し，良いと感じたWebページ
に対して文章解析を行い，名詞と形容詞を抽出する．次
に抽出された名詞と形容詞，ジャンルをサーバ上にある

　
図 1 感性検索支援システムの流れ

個人のデータベースに保存する．この時，データベース
に保存された情報と閲覧したWebページを関連付ける．
そして，ユーザがデータベース上から検索したいジャン
ルを選択する．次にユーザの選択したジャンルに関係の
ある名詞，形容詞を選択する．最後にユーザが選択した
情報とデータベースにある情報比較し，合致した場合に
検索結果を表示する．この時，他のユーザ情報が保存さ
れているデータベースと同期する．同期する際に，同じ
感性情報を持つWebページがあればユーザに推薦する．

3.2 評価

本研究では，利用者の操作ステップ数と検索結果の適
合率で評価した．利用者の操作ステップ数では，既存の
感性検索と提案システムとの比較を行った．検索結果の
適合率では，既存の感性検索とキーワード検索を用いた
際の検索結果と，提案システムを用いた際の検索結果と
を比較した．

4 おわりに
本稿では，ユーザの閲覧したWebページの履歴と他

のユーザの履歴を同期させる感性検索支援システムに
ついて述べた．今後は，蓄積されたユーザの感性情報を
分析し，推薦されるWebページの精度を上げることで，
検索結果の適合率向上を目指す．
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